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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成27年1月22日(2015.1.22)

【公表番号】特表2014-504293(P2014-504293A)
【公表日】平成26年2月20日(2014.2.20)
【年通号数】公開・登録公報2014-009
【出願番号】特願2013-544551(P2013-544551)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ 313/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ  16/24     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 309/82     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ 313/04    　　　　
   Ｃ０８Ｆ  16/24    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 309/82    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年12月1日(2014.12.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０８】
　本明細書中に引用される特許、特許文献、及び刊行物の完全な開示内容を、恰もそれぞ
れが個々に援用されたのと同様にしてそれらの全容を援用するものである。本発明の範囲
及び趣旨から逸脱しない本発明の様々な変更や改変は、当業者には明らかとなるであろう
。本発明は、本明細書に記載した例示的な実施形態及び実施例によって過度に限定される
ものではなく、かかる実施例及び実施形態は、一例として表されているだけであり、本発
明の範囲は、以下のように本明細書に記載した請求項、及び本プロセスによって製造され
る多層物品によってのみ限定されることを意図するものと理解されるべきである。本発明
の実施態様の一部を以下の項目［１］－［１４］に記載する。
[１]
　式（ＩＶ）：
【化１】

　の高度フッ素化スルフィナートオリゴマーを含み、
　式中、Ｘ１、Ｘ２、及びＸ３は、Ｆ、Ｃｌ、及びＣＦ３から独立して選択され、Ｒは、
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Ｈ、Ｉ、Ｂｒ、直鎖又は分枝鎖アルキル、及びヘテロ原子を任意に含む直鎖又は分枝鎖フ
ルオロアルキル基から独立して選択され、Ｒ１は、直鎖又は分枝鎖ペルフルオロ化連結基
であり、飽和又は不飽和、置換又は非置換であってもよく、任意にヘテロ原子を含み、Ｙ
はハライドであり、Ｍはカチオンであり、ｍは少なくとも２である、オリゴマー。
[２]
　式（ＩＶ）の高度フッ素化スルフィナートオリゴマーから誘導される塩類を更に含む、
項目１に記載のオリゴマー。
[３]
　式（ＩＩ）：
【化２】

　の第２の単位を更に含み、式中、Ｘ４、Ｘ５、又はＸ６は、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、及びＣＦ３

から独立して選択され、Ｒ２は、直鎖又は分枝鎖フッ素化連結基であり、飽和又は不飽和
及び置換又は非置換であってもよく、任意にヘテロ原子を含み、Ｇは、ペルフルオロアル
キル及び官能基から選択され、ｎは少なくとも１であり、ここで、式（ＩＩ）によって得
られる単位が、式（Ｉ）によって得られる単位と異なるように、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６、Ｇ及
びＲ２が選択される、項目１に記載のオリゴマー。
[４]
　前記官能基が、カルボン酸及びその誘導体、ニトリル、スルホニルハライド、スルフォ
ネート、イミダート、アミジン、メルカプタン、アルコール、ヨウ素、臭素、並びにこれ
らの組み合わせから選択される、項目３に記載のオリゴマー。
[５]
　前記官能基がアルコール誘導体である、項目３に記載のオリゴマー。
[６]
　式（ＩＩＩ）：

【化３】

　の構造をもたらすエチレン性不飽和モノマーを更に含み、式中、Ｚは、エチレン、プロ
ピレン、テトラフルオロエチレン、クロロトリフルオロエチレン、ヘキサフルオロプロピ
レン、フッ化ビニリデン、フッ化ビニル、フッ素化アルキルビニルエーテル、フッ素化ア
ルコキシビニルエーテル、官能基を含むフッ素化ビニル、ペルフルオロ－１，３－ジオキ
ソール、及びこれらの組み合わせから選択されるモノマーから誘導され、更にｐは少なく
とも１である、項目１に記載のオリゴマー。
[７]
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　式（ＩＩＩ）：
【化４】

　の構造をもたらすエチレン性不飽和モノマーを更に含み、式中、Ｚは、エチレン、プロ
ピレン、テトラフルオロエチレン、クロロトリフルオロエチレン、ヘキサフルオロプロピ
レン、フッ化ビニリデン、フッ化ビニル、フッ素化アルキルビニルエーテル、フッ素化ア
ルコキシビニルエーテル、官能基を含むフッ素化ビニル、ペルフルオロ－１，３－ジオキ
ソール、及びこれらの組み合わせから選択されるモノマーから誘導され、更にｐは少なく
とも１である、項目３に記載のオリゴマー。
[８]
　Ｒ１及びＲ２が、
　－（ＣＦ２）ａ－、－Ｏ（ＣＦ２）ａ－、－（ＣＦ２）ａ－Ｏ－（ＣＦ２）ｂ－、－（
ＣＦ２）ａ－［Ｏ－（ＣＦ２）ｂ］ｃ－、－（ＣＦ２）ａ－［Ｏ－（ＣＦ（ＣＦ３）ＣＦ

２）ｂ］ｃ－、及び－［（ＣＦ２）ａ－Ｏ－］ｂ－［（ＣＦ２）ｃ－Ｏ－］ｄ－、並びに
これらの組み合わせから独立して選択され、式中、ａ、ｂ、ｃ、及びｄは、独立して少な
くとも１である、項目１又は３に記載のオリゴマー。
[９]
　Ｒ１及びＲ２が、
　－ＣＦ２ＣＦ２－、－ＣＦ２ＣＦ２ＯＣＦ２ＣＦ２－、－ＣＦ２ＣＦ（ＣＦ３）－Ｏ－
ＣＦ２ＣＦ２－から独立して選択される、項目１又は３に記載のオリゴマー。
[１０]
　前記オリゴマーが、２０，０００グラム／モル以下の数平均分子量を有する、項目１に
記載のオリゴマー。
[１１]
　Ｍが、Ｈ＋、ＮＨ４

＋、ＰＨ４
＋、Ｈ３Ｏ＋、Ｎａ＋、Ｌｉ＋、Ｃｓ＋、Ｃａ＋２、Ｋ

＋、Ｍｇ＋２、Ｚｎ＋２、及びＣｕ＋２、及び／又は、Ｎ（ＣＨ３）４
＋、ＮＨ２（ＣＨ

３）２
＋、Ｎ（ＣＨ２ＣＨ３）４

＋、ＮＨ（ＣＨ２ＣＨ３）３
＋、ＮＨ（ＣＨ３）３

＋、
（（ＣＨ３ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２）４）Ｐ＋が挙げられるがこれらに限定されない有機カチ
オン、並びにこれらの組み合わせから選択される、項目１に記載のオリゴマー。
[１２]
　前記オリゴマーが水溶性である、項目１に記載のオリゴマー。
[１３]
　項目１に記載のオリゴマーを含む水性エマルション。
[１４]
　項目１３に記載の水性エマルションから誘導されるフルオロポリマー。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（ＩＶ）：
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【化１】

　の高度フッ素化スルフィナートオリゴマーを含み、
　式中、Ｘ１、Ｘ２、及びＸ３は、Ｆ、Ｃｌ、及びＣＦ３から独立して選択され、Ｒは、
Ｈ、Ｉ、Ｂｒ、直鎖又は分枝鎖アルキル、及びヘテロ原子を任意に含む直鎖又は分枝鎖フ
ルオロアルキル基から独立して選択され、Ｒ１は、直鎖又は分枝鎖ペルフルオロ化連結基
であり、飽和又は不飽和、置換又は非置換であってもよく、任意にヘテロ原子を含み、Ｙ
はハライドであり、Ｍはカチオンであり、ｍは少なくとも２である、オリゴマー。
【請求項２】
　式（ＩＩ）：

【化２】

　の第２の単位を更に含み、式中、Ｘ４、Ｘ５、又はＸ６は、Ｈ、Ｆ、Ｃｌ、及びＣＦ３

から独立して選択され、Ｒ２は、直鎖又は分枝鎖フッ素化連結基であり、飽和又は不飽和
及び置換又は非置換であってもよく、任意にヘテロ原子を含み、Ｇは、ペルフルオロアル
キル及び官能基から選択され、ｎは少なくとも１であり、ここで、式（ＩＩ）によって得
られる単位が、式（Ｉ）によって得られる単位と異なるように、Ｘ４、Ｘ５、Ｘ６、Ｇ及
びＲ２が選択される、請求項１に記載のオリゴマー。
【請求項３】
　式（ＩＩＩ）：
【化３】

　の構造をもたらすエチレン性不飽和モノマーを更に含み、式中、Ｚは、エチレン、プロ
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ピレン、テトラフルオロエチレン、クロロトリフルオロエチレン、ヘキサフルオロプロピ
レン、フッ化ビニリデン、フッ化ビニル、フッ素化アルキルビニルエーテル、フッ素化ア
ルコキシビニルエーテル、官能基を含むフッ素化ビニル、ペルフルオロ－１，３－ジオキ
ソール、及びこれらの組み合わせから選択されるモノマーから誘導され、更にｐは少なく
とも１である、請求項１又は２に記載のオリゴマー。
【請求項４】
　Ｒ１及びＲ２が、
　－ＣＦ２ＣＦ２－、－ＣＦ２ＣＦ２ＯＣＦ２ＣＦ２－、－ＣＦ２ＣＦ（ＣＦ３）－Ｏ－
ＣＦ２ＣＦ２－から独立して選択される、請求項１又は２に記載のオリゴマー。
【請求項５】
　前記オリゴマーが、２０，０００グラム／モル以下の数平均分子量を有する、請求項１
に記載のオリゴマー。
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